
 
議案第１号 
                                  

(社)都市住宅学会中部支部2003年度事業報告 
            

                               自2003年4月19日 
                               至2004年3月31日 

 
 

１． 中部支部設立準備総会及び記念講演会  
   期日  平成15年4月19日   
   会場  昭和ビルホール     
 （中部支部設立準備総会）      
   議事  ・(社)都市住宅学会中部支部規則 

・ (社)都市住宅学会中部支部 常議員 
・ (社)都市住宅学会中部支部 2003年度事業計画 
・ (社)都市住宅学会中部支部 2003年度収支予算 

   出席者 ２２名 
 
 （記念講演会） 
   講師  大村 謙二郎氏（都市住宅学会副会長／筑波大学社会工学系教授） 
   テーマ 需要構造転換時代の都市・住宅政策：ドイツとの比較を通じて 
   参加者 ６０名 
    
 
２． 役員会等 
 4月19日  第１回常議員会            
                                                   5月15日  第１回幹事会 
 5月29日  第２回常議員会            
                                                   6月12日  第２回幹事会 
                          7月10日  第3回幹事会 
  7月31日  第３回常議員会             
                                                   8月26日  第４回幹事会 
                                         9月30日  第５回幹事会 
 10月25日     第４回常議員会              
                                                  12月  1日    第６回幹事会 
                          1月 6日  第７回幹事会 
                          2月 5日   第８回幹事会 
  3月 5日     第５回常議員会 
 



３． 事業 
 
期 日 実施事業等 内    容 
 7月31日 第1回研究交流会 

（於住宅金融公庫  

  名古屋支店） 

 
＜国内の政策＞ 
① テーマ：「特定優良賃貸住宅及び高齢者向け優良賃貸住宅
      供給の動向」 
②講 師： 
・豊橋技術科学大学          谷   武 氏 
・愛知県住宅供給公社         佐藤 悦巳 氏 
・ 住宅金融公庫名古屋支店       箕浦 博之 氏 
                   （参加者100名）

 9月30日 
 

第２回研究交流会 
（於都市基盤整備 
  公団中部支社）

 
＜住宅政策勉強会＞ 
 住宅金融公庫証券化業務の開始と残された課題について 
 講師：住宅金融公庫名古屋支店    河田  崇 氏 
        〃          佐藤 慎司 氏 
                   （参加者14名）

10月25日 (社)都市住宅学会 
中部支部設立記念

シンポジウム 
（於(財)名古屋都市 
  センター） 

 
「東海地域の都市住宅における需要者気質」  
 ～どのような住まいが選ばれているのか～  
 ①基調講演 豊橋技術科学大学教授  三宅  醇氏 
 ②報告 ・(株)ニッショー取締役    中村 正男氏 
           ・(株)リクルート名古屋支社住宅情報編集長  
                                         戸並 清志
氏 
           ・濃尾産業(株)代表取締役社長  小椋 光政氏
   ③質疑・討論 
                                                 （参加者 90
名） 

11月 8日 見学会  
＜名古屋市内の住宅・住宅地の見学会＞ 
・ 御劔地区（大火の恐れがある密集市街地） 
・ 泉一丁目、白壁地区（マンション紛争地域） 
・アーバニア志賀公園（環境共生団地） 
                    （参加者9名）

12月 1日 第３回研究交流会 
（於都市基盤整備 
  公団中部支社）

 
＜住宅と人生を語る＞ 
 講師：高橋英輿氏（生活科学運営） 
                   （参加者 20名）
    

 


